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　一般国道１９１号「山陰道（萩・三

隅道路）」は、山口県長門市三隅中

から山口県萩市椿に至る全長１５.２
ｋｍの高規格道路です。

　同エリアの既存の国道１９１号線

は急勾配とカーブが続く難所が多く

がけ地を縫うようにして走るため、

降雨時のがけ崩れの危険や、積雪に

よる通行止めなど不便が多くスムー

ズな交通の支障となっていました。

これを解消するための路線として平

成４年度から着手していたのが山陰

道です。

　平成１９年度にまず明石ＩＣ－三隅

ＩＣ間７.１ｋｍが部分開通、そして昨

年９月、ついに全線開業に至りまし

た。これによって萩市～長門市間の

車の移動時間も従来より大きく短縮

されることとなりました。　

　同道計画において垂直補強土壁に

よる整備が想定されていた区間があ

りましたが、その工法検討において

背面の補強材長を他工法に比較して

短くできる「多数アンカー式補強土

壁工法」の特性が、直下に必要な地

盤改良工事の適用範囲も必然的に抑

えることができ費用対効果が高いと

評価され、採用へと結びつきました。

　また、盛土材に他工区で発生する

掘削土砂（岩砕）が使用できる汎用

性の高さも、全体工費の削減に寄与

しています。

　同道の完成は、災害時のルート確

保や地域間交流の促進など、様々な

利便向上に寄与。県ではちょうどこ

の１０月に国体開催となったことか

ら、参加者らの県内移動の便にも大

きく貢献しました。
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先
日
、
島
根
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あ
る
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訪
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設
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あ
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介
と
資
料
の
展
示
を
行
っ

て
お
り
、
月
に
二
回
は
鍛
造
工
程
の
実
演
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
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熱
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。
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日
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刀
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「
玉
鋼
」
と
呼
ば
れ
る
非
常
に
良
質
な
鉄
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
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不
純
物
の
な
い
玉
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は
一
回
の
操
業
で
わ
ず
か
な
量
し
か
抽
出
で

き
な
い
た
め
非
常
に
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重
で
す
。
そ
の
わ
ず

か
な
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の
為
に
木
の
伐
採
か
ら
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鋼
作
業
ま

で
た
く
さ
ん
の
人
員
が
関
わ
り
、
刀
鍛
冶
の

手
で
第
一
級
の
日
本
刀
が
完
成
し
ま
す
。

　

こ
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方
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は
現
在
で
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と
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内
に
あ
る
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刀
保
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た
ら
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根
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が
あ
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、
日
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来
の
製
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て
、
そ
の
難
し
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に
触
れ
て
み

て
下
さ
い
。
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「
印
刷
技
術
」
は
日
進
月
歩
。
七
世
紀
に
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木
版
が
、
十
一
世
紀
に
は
活
字
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
最
近
で
は
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子
回
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印
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作
ら
れ
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は
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ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
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つ
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が
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と
呼
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れ
る
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ャ
ン
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だ
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戦
前
ま
で
は
ま
だ

豆
ら
し
い
大
き
さ
で
寸
法
を
競
う
と
い
う
発
想

も
な
か
っ
た
が
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こ
れ
が
戦
後
に
激
化
、
近
年

は
も
は
や
人
の
手
で
め
く
る
こ
と
も
で
き
な
い

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
代
表
的
な
豆
本
を
実

寸
図
と
と
も
に
列
記
し
て
み
た
。
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○
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○
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○
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な
お
現
在
で
は
、
極
薄
シ
リ
コ
ン
板
で
で
き

た
本
と
い
う
変
則
技
な
が
ら
、
○
・
○
七
×
○
・

一
ミ
リ
が
ギ
ネ
ス
記
録
と
な
っ
て
い
る
。　

　一般県道２１８号栃棚手倉橋線は、青森県三戸郡

新郷村から同郡五戸町へと至る延長約１８.４ｋｍの

県道です。

　三戸郡周辺は十和田湖を囲む山々が迫る立地で

あり多くの路線が冬季に道路閉鎖を余儀なくされ

るなど交通基盤が脆弱なため、２１８号線において

も道路幅員の拡幅や線形の補正など様々な改善策

を講じ、接続する国道４５４号との連携による利便

向上を目的とした整備が現在進められています。

　同道の手倉橋地区は、既存のプレキャスト擁壁

に若干の変形がみられ、崩壊に至ると隣接住宅に

被害が及ぶ恐れがあったことから改修が急がれて

いた場所。事業実施にあたって当初はプレキャス

ト擁壁で再構築の予定であったが、地盤の支持力

が比較的小さく変形の再発が予想されました。そ

のため柔軟な構造で鉛直力が小さく、既存擁壁の撤去後

に構築可能なコンパクトな構造で、施工期間も短い工法

として岡三リビックのジオテキスタイル「トリグリッド

ＥＸ」とその専用鋼製壁面材「トリパネル」を用いた急

勾配補強土壁が採用されました。

　トリパネルは部材が軽量で作業工程も簡便なため迅速

な施工が可能で、折れ点や煩雑な端部形状もクリッパー

等でカットして現場でのすり合わせが容易にできます。

　事例では管理手間を考慮し防草シートを貼った仕様と

なっていますが、トリパネルは景観に配慮しての多機能

フィルターによる緑化などにも対応。岡三リビックは

様々な盛土・補強土製品を多様なケースにあわせてご用

意しています。

青森県三八地域県民局

平成２２年　栃棚手倉橋線道路災害防除工事

株式会社　大西組
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ＴＲＩＧＲＩＤ ＥＸ　＋　トリパネル

生活道路をスピーディーに改修生活道路をスピーディーに改修


